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島根県教職員協議会 

 

二
月
四
日
（
日
）
、
東
京
の
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
に

て
、
全
日
教
連
第
58
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
島
教
協

か
ら
は
、
安
達
会
長
と
石
原
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。 

 

全
日
教
連
、
植
田
委
員
長

の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
会

は
、
平
成
十
九
年
度
活
動

経
過
報
告
、
平
成
二
十
年

度
運
動
方
針
、
平
成
二
十

年
度
行
事
計
画
等
の
議
事

に
つ
い
て
、
評
議
員
か
ら

活
発
に
質
問
・
意
見
が
出

さ
れ
た
。 

 

平
成
二
十
年
度
の
全
日

教
連
定
期
大
会
は
、
六
月

八
日
東
京
の
都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル
を
会
場
に
行

わ
れ
る
。
ま
た
、
教
育
研

究
全
国
大
会
は
、
八
月
二

日
・
三
日
宮
崎
の
ワ
ー
ル
ド
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
サ

ミ
ッ
ト
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
。
各
種
研
修
会
の
詳
細
は
わ

か
り
次
第
「
情
報
」
に
掲
載
し
、
参
加
者
を
募
集
す
る
。 

「親子で楽しむライブ紙芝居」開催 

№587 

全
日
教
連 

第
58
回
評
議
員
会 

島教協 情  報  
《 すべては「子供たちのために」 》 

 

二
月
十
一
日
（
月
）
、
島
根
県

教
育
文
化
研
究
所
は
、
ビ
ッ
グ

ハ
ー
ト
出
雲
で
第
四
回
の
教
育
講

演
会
を
開
催
し
た
。
講
師
に
は
、

絵
本
作
家
の
長
谷
川
義
史
氏
を
お

招
き
し
た
。
長
谷
川
氏
は
、
数
々

の
絵
本
賞
を
受
賞
さ
れ
た
人
気
作

家
で
あ
る
。
当
初
十
七
日
に
講
演

会
を
予
定
し
て
い
た
が
、
北
海
道

で
あ
る
授
賞
式
に
参
加
す
る
こ
と

に
な
り
、
急
遽
十
一
日
の
開
催
と

な
っ
た
。 

 

長
谷
川
氏
得
意
の
「
う
な
ぎ
」

の
話
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
講
演
会
は
、
「
家
族
・
命
」
を
テ
ー
マ
に

紙
芝
居
あ
り
、
読
み
聞
か
せ
あ
り
、
歌
あ
り
と
盛
り
だ
く
さ
ん
。
爆

笑
の
う
ち
に
一
時
間
半
の
講
演
会
を
終
え
た
。 

 

∧
参
加
者
感
想
∨ 

・
と
て
も
楽
し
い
二
時
間
で
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
心
の
底
か
ら 

 

 

笑
っ
た
気
が
し
ま
す
。
落
語
的
な
要
素
、
人
間
や
生
命
の
す
ば 

 

ら
し
さ
、
ユ
ー
モ
アe

t
c

…
た
く
さ
ん
の
も
の
が
つ
ま
っ
て
い 

 

ま
し
た
ね
。
歌
声
も
、
人
柄
も
、
す
べ
て
が
す
て
き
な
人
で
し 

 

た
。 

・
ス
ラ
ス
ラ
と
絵
を
描
き
な
が
ら
話
を
さ
れ
て
、
す
ご
い
な
あ
と 

 

思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
話
も
面
白
い
な
が
ら
、
奥
深
い
内
容
で 

 

し
た
。
子
供
も
、
と
っ
て
も
喜
ん
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

・
愛
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ビ
ン
ビ
ン
感
じ
ま
し
た
。 

・
目
の
前
で
、
お
は
な
し
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
く
の
が
、
た
の 

 

し
く
て
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。 

・
家
族
で
楽
し
い
お
話
、
絵
、
歌
を
共
有
で
き
て
幸
せ
で
し
た
。 

   挨拶をする植田委員長 
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家
族
で
楽
し
い
話
、
絵
を
共
有 

・
予
想
し
な
い
オ
チ
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
「
図
書 

 

館
に
こ
な
い
子
供
が
面
白
い
と
思
う
本
を
描
き
た
い
。
そ 

 

こ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
本
を
読
む
こ
と
に
広
が
っ
て
い 

 

く
。
こ
れ
か
ら
も
そ
う
い
う
本
を
描
い
て
行
き
た
い
。
」 

 

す
ば
ら
し
い
言
葉
だ
と
思
っ
て
聞
き
ま
し
た
。
い
ろ
い 

 

ろ
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
師
の
先
生
で
し
た
。 

・
も
っ
と
も
っ
と
こ
う
い
う
機
会
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。 

  ライブ紙芝居中の長谷川氏 



 

出雲市立朝山小学校 

 朝山小学校は、出雲南

中学校区で、立久恵峡の

手前に位置した自然豊か

な所です。朝山神社は、

全国の神々が出雲大社に

集う時の集合場所だとい

われています。 

 平成18年の夏は、大水

害に遭い、職員室も屋体

も床上54㎝、プールも校

庭も泥水に浸かりまし

た。その折には、たくさ

んの教職員の皆様や、ボ

ランティアの方に駆けつ

けて助けていただきまし

た。この場を借りて、お

礼申し上げます。人の力

の す ご さ、優 し さ を 感

じ、復興への大きな励み

になりました。ありがと

うございました。 

 

一
月
二
十
一
日
（
月
）
に
行
わ
れ
た
平
成
二
十
年
度
予
算
案
に
係
る
説

明
会
に
お
い
て
、
文
科
省
初
等
中
等
教
育
局
財
務
課
よ
り
資
料
が
示
さ
れ

た
。
昨
年
十
二
月
十
八
日
の
事
前
大
臣
協
議
で
は
、
子
供
と
向
き
合
う
時

間
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
三
点
が
打
ち
出
さ
れ
た
。 

 

・
教
職
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
行
政
改
革
推
進
法
を
改
正
し
な
い
範
囲 

 
 

内
で
、
定
数
増
千
人
を
含
む
一
一
九
五
人
の
定
数
措
置
。 

 

・
社
会
人
経
験
者
を
含
む
外
部
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
七
千
人
の 

 
 

非
常
勤
講
師
の
配
置
の
た
め
の
予
算
措
置
。 

 

・
事
務
の
外
部
化
に
つ
い
て
は
、
学
校
支
援
地
域
本
部
（
仮
称
）
事
業 

 
 

の
予
算
措
置
。 

  

こ
れ
を
受
け
、
教
職
員
定
数
の
改
善
の
内
訳
を
、
①
主
幹
教
諭
の
配
置

に
伴
う
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
機
能
の
強
化
と
し
て
千
人
、
②
特
別
支
援
教
育

の
充
実
の
た
め
に
一
七
一
人
、
③
食
育
の
充
実
の
た
め
に
二
十
四
人
と
し

て
い
る
。 

 

ま
た
、
「
教
員
給
与
の
見
直
し
（
案
）
」
と
し
て
、
①
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
教
員
給
与
体
系
の
実
現
、
②
基
本
方
針2006

に
基
づ
く
人
材
確
保
法
に

よ
る
教
員
給
与
の
優
遇
措
置
の
縮
減
が
示
さ
れ
た
。 

 

特
に
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
教
員
給
与
体
系
の
実
現
の
た
め
、
部
活
動
手

当
を
含
む
教
員
特
殊
業
務
手
当
の
倍
増
（
平
成
二
十
年
十
月
～
）
が
提
案

さ
れ
た
。 

 

・
部
活
動
手
当
の
倍
増
（
土
日
四
時
間 

1200

円
→2400

円
） 

 

・
そ
の
他
、
特
に
困
難
な
業
務
に
対
す
る
手
当
の
倍
増 

 
 
 

非
常
災
害
時
等
の
緊
急
業
務 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
災
害
時
防
災
・
復
旧
、
緊
急
補
導
、
救
急
業
務
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
八
時
間
程
度 

3000

円
～3200

円
→6000

円
～6400

円
） 

 
 
 

修
学
旅
行
等
引
率
指
導
業
務 

 
 
 
 
 

（
八
時
間
程
度 

1700

円
→3400

円
） 

 
 
 

対
外
運
動
競
技
等
引
率
指
導
業
務 

 
 
 
 
 

（
八
時
間
程
度 

1700

円
→3400

円
） 

 

 

子
供
と
向
き
合
う
時
間
の
拡
充
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
員
特
殊
業
務
手
当
の
倍
増 

紹介文

受付中 

 

「
学
校
紹
介
文
」
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
学
校
・
地
域
の
紹

介
、
研
究
発
表
・
実
践
紹
介
な
ど
を
掲
載
し
、
現
場
の
様
子
、
会
員
の
皆
様
の
様

子
を
伝
え
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
現
場
の
様
子
を
伝
え
る
た
め
に
も
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

「
外
部
人
材
の
活
用
」
と
し
て
、
七
千
人
の
非
常
勤
講
師
の
配
置
が
予
算
化
さ
れ

た
。 

  

①
習
熟
度
別
・
少
人
数
指
導
の
充
実 

 

②
小
学
校
高
学
年
で
の
専
科
教
育
の
充
実 

 

③
小
１
問
題
・
不
登
校
等
へ
の
対
応 

 

④
特
別
支
援
学
校
の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
の
充
実 

 

⑤
社
会
人
の
活
用 

 

都道府県 配置人数 全公立小中学校数

鳥　取 51 224
島　根 232 361
岡　山 626 596
広　島 753 843
山　口 283 526

特別支援教育支援員の配置状況

 文部科学省は、特別支援

教育支援員の昨年７月１日

時点の配置状況を発表し

た。 

 同事業の予算措置は、一

般財源として交付されてい

るため、各県の財政状況や

教育に対する姿勢の違いか

ら、大きな地域格差につな

がっている。 

（中国５県の状況：下表） 

特別支援教育支援員 

           配置状況 


